
　

写
真
１
は
リ
ン
グ
症
と
呼
ば
れ
る
マ
メ
の
着
色
、

マ
メ
の
肥
大
期
に
長
期
に
わ
た
り
低
温
に
遭
う
と

発
生
が
多
く
な
り
、
春
以
降
に
収
穫
す
る
場
合
に

は
ほ
と
ん
ど
問
題
に
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
低
温
に

よ
る
障
害
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。
着ち

ゃ
っ

莢き
ょ
う

過
多
や
日

照
不
足
な
ど
で
、
莢
の
生
長
が
悪
く
な
る
と
、
曲

が
り
莢
（
写
真
２
）
の
発
生
が
多
く
な
る
。
整
枝
、

誘
引
を
行
い
受
光
体
制
を
整
え
、
着
莢
過
多
に
な

ら
な
い
よ
う
に
摘
莢
す
る
。
写
真
３
は
ソ
ラ
マ
メ

種
皮
が
し
み
の
よ
う
に
変
色
す
る
「
し
み
症
」
と

呼
ば
れ
る
障
害
。
障
害
の
発
生
す
る
種
皮
の
カ
ル

シ
ウ
ム
濃
度
が
低
い
こ
と
、
カ
ル
シ
ウ
ム
が
欠
如

し
た
水
耕
栽
培
で
再
現
で
き
る
こ
と
か
ら
、
こ
の

症
状
が
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に
よ
る
と
明
ら
か
に
さ

れ
た
。
チ
ッ
ソ
や
カ
リ
の
過
多
で
障
害
が
助
長
さ

れ
る
た
め
、
堆た

い

肥ひ

の
施
用
も
含
め
て
施
肥
量
に
は

注
意
が
必
要
。
被
覆
硝
酸
カ
ル
シ
ウ
ム
、
石
膏
の

施
用
も
効
果
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
ま
た
障
害
の
出

に
く
い
品
種
も
開
発
さ
れ
て
い
る
。

　
写
真
４
は
、
莢
の
綿
状
組
織
（
わ
た
）
の
黒
変

症
状
。
鹿
児
島
県
で
2
0
0
4
年
ご
ろ
よ
り
問
題

と
な
っ
て
い
た
。
水
耕
で
ホ
ウ
素
を
欠
如
す
る
と

再
現
で
き
る
こ
と
、
実
圃
場
で
も
障
害
が
激
し
い

莢
ほ
ど
ホ
ウ
素
濃
度
が
低
い
こ
と
な
ど
か
ら
、
こ

の
障
害
が
ホ
ウ
素
欠
乏
で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
た
。

ホ
ウ
素
が
欠
乏
す
る
と
綿
状
組
織
の
細
胞
が
壊
れ
、

ソ
ラ
マ
メ
に
多
く
含
ま
れ
る
ポ
リ
フ
ェ
ノ
ー
ル
が

空
気
に
触
れ
る
こ
と
で
酸
化
し
て
、
黒
変
が
発
生

す
る
。

　
以
下
の
写
真
は
要
素
を
欠
如
さ
せ
た
水
耕
栽
培

で
再
現
し
た
生
理
障
害
の
症
状
。
ソ
ラ
マ
メ
は
カ

ル
シ
ウ
ム
と
ホ
ウ
素
の
欠
乏
に
よ
る
収
穫
物
の
異

常
は
知
ら
れ
て
い
る
が
、
茎
葉
に
発
生
す
る
生
理

障
害
の
情
報
は
少
な
い
。
カ
リ
の
欠
乏
（
写
真
５
）

や
、
ホ
ウ
素
の
過
剰
（
写
真
６
）
で
は
下
葉
の
先

や
周
辺
部
に
黒
色
の
枯
死
斑
が
発
生
し
た
。
通
常

こ
の
よ
う
な
要
素
の
過
剰
や
欠
乏
に
よ
る
障
害
で

黒
く
な
る
こ
と
は
な
い
が
、
ソ
ラ
マ
メ
の
場
合
、

組
織
が
壊
死
す
る
と
黒
変
す
る
こ
と
が
多
い
。
鉄

の
欠
乏
、
マ
ン
ガ
ン
の
過
剰
で
は
新
葉
か
ら
不
鮮

明
に
黄
化
し
た
（
写
真
７
）。　
リ
ン
、
マ
グ
ネ
シ

ウ
ム
の
欠
如
で
は
下
葉
か
ら
不
鮮
明
に
ま
だ
ら
状

に
黄
化
し
た
（
写
真
８
、
９
）。　
こ
れ
ら
の
写
真

の
よ
う
に
症
状
が
不
鮮
明
で
単
調
な
こ
と
が
、
ソ

ラ
マ
メ
茎
葉
の
要
素
の
過
剰
・
欠
乏
に
よ
る
障
害

の
情
報
が
少
な
い
一
因
で
は
と
考
え
て
い
る
。
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〜起こりがちな生理障害と対処方法〜

ソラマメは冷涼な気候を好み、
豊富な水分を必要とする反面

過湿に弱い作物です。栽培の際には土づくりを
十分に行い、低温やカルシウムやホウ素などの

要素欠乏に注意し、
品質のよい莢の収穫を心掛けます。
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ソ
ラ
マ
メ
は
、
7
0
0
0
年
く
ら
い
前
の
新

石
器
時
代
に
栽
培
が
始
ま
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
、

最
古
の
農
作
物
の
一
つ
で
す
。
比
較
的
冷
涼
な

気
候
を
好
み
、
生
育
に
は
十
分
な
水
が
必
要
な

反
面
過
湿
に
も
弱
く
、
加
え
て
酸
性
土
壌
に
も

不
適
な
た
め
、
栽
培
に
あ
た
っ
て
は
、
圃ほ

場
の

条
件
に
合
わ
せ
て
、
有
機
物
の
施
用
、
深
耕
、

排
水
対
策
や
ア
ル
カ
リ
資
材
の
施
用
な
ど
の
土

づ
く
り
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　
生
理
障
害
の
発
生
は
、
不
良
環
境
下
で
は
低

温
に
よ
る
リ
ン
グ
症
、
同
化
養
分
の
不
足
に
よ

る
曲
が
り
莢さ

や

が
発
生
し
、
肥
料
成
分
の
過
不
足

に
よ
る
要
素
障
害
に
は
、
カ
ル
シ
ウ
ム
欠
乏
に

よ
っ
て
種
皮
が
壊
死
す
る
し
み
症
が
知
ら
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
近
年
、
莢
の
綿
状
組
織
（
わ
た
）

の
黒
変
が
ホ
ウ
素
の
欠
乏
に
よ
り
引
き
起
こ
さ

れ
る
こ
と
が
判
明
し
ま
し
た
。


